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詩的 レアリスムと心理小説の伝統
1930年代 フラ ンス映画の傾 向
打　田　素　之
　 フ ランソ ワ ・トリュ フォー は1954年に発 表 した 「フ ランス映画の ある種 の傾
向」 の 中 で、 当時 の フ ラ ンス映画 が 「心 理 的 リア リズ ム(le　r6alisme　psy-
chalogique)を競 うあ ま り、良質の伝 統(la　tradition　de　qualite)に首 まで浸 か っ
て しまう」危 険が あ る として、第2次 世界 大戦後の フ ランス映画の 「ある種 の
傾 向」 に警告 を発 してい る11。この評論 は、 ヌー ヴェル ・ヴ ァーグの到来 を告
げる.一.r文としてあ ま りにも有 名であるため、批判の対象 とな った 「良質の伝統」
と 「心理 的 リア リズ ム」が何 であったのかは、現在 までの ところ等 閑 に伏 され
て きた き らいがあ る。拙論 で は、両者 の源泉 ともい うべ き1930年代 の映画傾 向
であ る 「詩 的 レア リスム(1e　rεalisme　po6tiquc)」を分析 す るこ とによって・それ
らが何 を意味 し、 その後の映 画に どの ような影響 を与 えたの かを明 らか に した
いo
1.詩 的 レア リス ム と は
　 「詩的 レア リスム」 とは、1930年代 に現 れた一群 の映画作家 とその作 品傾 向
を指す。そ れは、多 くの場合 「ペ シミステ ィ ックな世界観 」 の下 に 「人間の 運
命 へ の敗北 」 を描 くとい う共通 した特徴 を もってい たz)。具体 的 な作 品 として
は、 ジャック ・フェデールのr外 人部隊』(1934年)、『ミモザ館 』(1935年〉、 ジ
ャン ・ルノ ワールの 『トニ』(1935年)、『獣 人』(1938年)、ジュ リア ン ・デ ュヴ
ィヴ ィエの 『地の果て を行 く』(1935年)、『望郷』(1937年)、そ してマルセル ・
1)Franρois　Truffaut,<<Une　certa血e　tendance　ducil16ma丘an"ais》in　Cα漉r画 α η6〃t4,　nos.31,
janvier,1954,ξ{L　de　1']ltoile,　P　2&
2)中 条 省 平 『フ ラ ン ス 映 画 史 の 誘 惑j、 集 英 社 新 書 、2003年 、p.87。
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カル ネの 『ジ ェニイの家 』(1936年)、『霧 の波止場 』(1938年)などが挙 げ られ
る3)。映画辞 典の類 は、 ζ うした映画 の特徴 を次の よ うに解説 してい る。
リアリズムと叙情性が同居す る詩的 レアリスムの映画では、冷徹 な視線が
対象 を静かにとらえてい く一方、繊細 な描写が画面を情感あふれるものに
していた。内容 的には運命論的な ドラマが描かれることが多 く、全体 に漂
っているのはたいてい欝然 とした雰囲気 であ り、厭世観であった・)。
しか し、・こ こでい う 「リア リズ ム」 とは、二明 らか に第2・次世界大戦 後 のイ タ リ,
ア ン ・゜ネ オ ・リア リズ ム の 「リア リズ ムコ とも違 え ば、50年代後半 に現れた ヌ
ー ヴェル ・ヴ ァー グの新 しい 「リア リズム5)」.とも性質 を異 にす る ものであ る。
その ほ とん どの作 品が、ス タジオの人工的な照 明の下で撮 影 されてお り、展 開
す る ドラマ は上の引用 に もある よ うに、多 くの場合、 「厭世 的な運命論 に彩 られ
た悲劇」 であ る。で は、なぜ この よ うな 「作 りもの」 の体裁 を もった作 品群 が、
「リアリズム」 と呼 ばれねばな らなかったのか5)。
2.詩 的 レア リスム と 自然 主義 の関係 　　討
　それは、 まず第一に詩的 レアリスムの作品が取 り扱っている題材が、 自然主
義文学のそれ と重 なっていたことが原因と考えられる7)。この派8)の作品 は、
3)も ちろ ん、彼 らの作 品が全 て 「詩 的 レア リスム」の範 躊 に属す る わけで は ない。 また、
1930年代 に公 開 され た作 品 を全 て取 り扱 うこ となど到底不 可能 な こ となの で、拙 論 で は、
上記 の四 巨 匠 といわ れた監 督の 作 品 を中心 に、 特 にフラ ンス映画 の 「黄金 時代 」 を代 表
す る作品 を分析対 象 とす る。　　 　　 　 　　 ,
4)村 山匡 一 郎編 『映 画 史 を学 ぶ ク リ テ ィカル ・ワー ズ』、 フィル ム アー ト社 、2003年、
PP・121-1220
5)拙 論 「ヌ ー ヴ ェル ・ヴ ァー グ　 　 .ロッセ リご 二、 ワイ ラー 、溝 口」(関 谷 一 彦他 編
『初 めて学 ぶ フ7ン ス』、 関西学 院大学 出版会 、2004年、pp。24鮮262)参照 。
6)ピ エ ー ル ・ビヤ ー ル は戦 前 か ら戦 後 にかけ ての フラ ンス映 画 を分析 した著 書 の 中 で、
「詩(po6tique)」と 「レア リス ム(realism。)」の用 語 の組 み 合 わせ 自体 が矛 盾 だ と主 張
　してい る。(Pierre　Billard,　L翌gθ``α5∫∫g喫4雌℃加6加の 地解σ応,　Flammarion,195,　p.2 1.)
7)ジ ョル ジ ュ ・サ ドゥール は 『世界 映 画 史』の 中で、 フェデ ールの2作 品 く『外 人 部隊 』
『ミモザ館 』)を分析 した後 で、 次の よ うに述 べ てい る。
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労働 者 や下層 階級 に属 す る人物 を主 人公 とす る場合 が多 く・)、取 り扱 われ るテ
ーマは、 自然主義の作 家達が好 んで取 り上 げた犯罪(「 日は昇 る』 「トニ」)や 自
殺(『 望郷』 『ミモザ館 』)、さ らには情 痴殺人(『我等 の仲 間』)、狂気(『獣 人』)
に至 っている。
　 自然主義文学が、 「題材が野卑で俗悪 であ るほ ど真実性が増 す」 こ とを原則 と
した文学で あ るとす るな らia)、詩的 レア リスムの作 品 が 自然 主義 の影響下 にあ
った ことは、否定 しえない事実 であ ろ う。
　 ところが、 ア ン ドレ ・バザ ンは1957年に行 った 「フランス映画の15年」 と題
され た講演 の 中で、 自然 主義文学 の詩 的 レア リス ムへ の影響 を認 め なが らも、
「それ はモデル とい うよ りは口実 に過 ぎなかった」 と して、そ の直接 的 な影響関
係 を否定 してい る。彼 に言 わせ れば、 「当時の フランス映画が もつく暗 い リア リ
ズム(realisme　n0ir)〉は、 一種 の悲観主義的 ロマ ンチスム(㎜l　romantisme　pes-
simiste>であって、社 会的幻想(fantastique　socia1)を糧 としたそのく リア リズ
ム 〉は、 ゾラやモ ーパ ッサ ン よ りもジ ャック ・プ レベ ールや マ ッコル ラン11)に
拠 る12)」ものなので ある。
　 で は、何故 「悲観 主義的 ロマ ンチ ス ム」 と形容 で きるような作 品 が、 リア リ
　 「こ れ らの 二 作 品 で ジ ャ ッ ク ・フ ェ デ ー ル は、 一 九 三 五 年 以 来 ジ ャ ン ・ル ノ ワー ル 、 マ
　 ル セ ル ・カ ル ネ、 ジ ユ リ ア ン ・デ ュ ヴ ィ ヴ ィ エ を集 合 させ た 新 し き フ ラ ンス 映 画 派 の 重
　 要 人 物 と な っ た 。 〈 詩 的 リア リス ト〉 とい う傾 向 の 様 々 な 流 派 に は 、 自然 主 義 文 芸 と エ
　 ミー ル ・ゾ ラの 影 響 と共 に[…]幾 つ か の 教 訓 も認 め られ る の で あ る 。」(ジ ョル ジa・
　 サ ドゥー ル 『世 界 映 画 史 』 丸 尾 定 訳 、 み す ず 書 房 、1980年、p235。下 線 、 及 び[]内
　 は打 田。 以 下 同 様 。 な お 、 原 書 の発 行 は1947年。)
8)1930年代 に活 躍 した 監 督 た ち は、共 通 の 旗 印 の 下 に創 作 活 動 を行 っ た わ け で は な い が 、
便 宜 上 、 上 の 引 用 に あ る よ う な 特 徴 を も っ た 作 品 とそ の 映 画 作 家 を 拙 論 で は 、 「詩 的 レ
　 ア リ ス ム 派 」 と呼 ぶ 。
9)も ち ろ ん 、 『外 人 部 隊 』 や 『舞 踏会 の 手 帳 』(デ ュ ヴ ィ ヴ ィエ 監 督 、1937年)の よ う な
　 例 外 もあ る。
10)GustaΨe　Lmson,茄3∫oかε6ε1α伽 加 酵 ε"ロη亨4舵 アε〃2απゴ68ε∫`o〃甲」6娩1ワo郡r'αρ6r煽θ
　 IS50-1950pAr　Patel　T'uffrau,　H chette,1971,　p. Q87.
11)ピ ェ ー ル ・マ ッ コ ル ラ ン(Pierre　Mac　Orlan,1882-1970)。『霧 の 波 止 場(Le　Quaff　des
　Brumes,1927)』の 原 作 者 。 「社 会 的幻 想 」 は彼 の 作 風 か ら きた 表 現 。
12)Andre　Ba.zin"Quinze　ans　de　・rc　inema　fヒangais)>in」乙εαη6η2αプ而η9αな 鹿 如1'わ6削"oπ∂la
　Nouvelle]晦9麗ε,　ed.　de　r直toile,1983,　P.20.
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ズム にな るのか。 そ して、 自然 主義文学 はr本 当に詩 的 レア リス ムの 「口実 に
しか過 ぎなか った」の であ ろうか。 これ を考 え るには、詩 的 レア リス ムの映画
が、公 開当時、 「フィルム ・ノ ワール(暗 黒映画)」 と呼 ばれていた こ とが ヒン
トを与 えて くれ る。
3.「 フ ィル ム ・ノ ワ ー ル 」 と して の 詩 的 レ ア リス ム
　 「フィルム ・ノ ワール{film　noir)」とい えぱ、一般的 には、暗黒街 を舞台 とし
た犯罪 ・ギ ャングもの と解 され ることが多いが、 中村秀之 によれ ば13)、この用語
は 出現 当初(1938年)、そ の ような意 味 のみ に使 用 され ていた わ けで は な く、
1930年代 の 「フランス映画の傾 向を示す」意味に も用い られていた と言 う。具体
的には、 それは ピエール ・シュナル監督 の 『最後 の曲が り角」(1939年)に対す
る批評 以降の こ とであ り、中村 は 「暗黒」の意味内容 として、 『最後 の曲が り角 』
の批評文'4)を引 きなが ら、 「いかがわ しい雰囲気 、失敗 すべ く運命づ け られた希
望、過酷 な運命 に よって堕落や死へ と導かれる登 場人物 たち」 を挙 げている15)。
　つ ま り、 「フ ィルム ・ノ ワール」 とい う用語 は、最初特定 の映画 ジャ ンルを指
していた ので はな く、多 くの場合 「人 間が持 って いる心 の暗黒 面 に踏み込 もう
とす る作 品16)」とい う意 味で使 われていたのであ る。だか らこそ、 『霧 の波止場』
は、公開 当時 「背働 楓 紀 繰 乱す る㎞oral　et　d6moralis㎝t17)」礁 映画 とし
て糾弾 されたので あった。 この作 品は、植 民地 軍 か らの脱走兵(ジ ャ ン ・ギ ャ
バ ン)を 英雄 的 に描 い てい る]8)上に、 土産物屋 のザベル(ミ シェル ・シモ ン)
が養女 ネ リー(ミ シェル ・モル ガ ン)に 対 して抱 く異常 な愛情(彼 らは親子 ほ
ども年が離 れてい る)を 臆面 もな く描 いてい るか らである19}。
13)以下 の 「フ ィル ム ・ノ ワール」 とい う用語 に関す る情 報 は、全 て中村秀 之 著 『映像/
　 言説 の文化 社 会学 』(岩波 書店 、2003年、pp.74-77)に拠 る。
14)1939年5月31日付 週刊 誌 『マ リア ンヌMarianne}の記事(同 上書、　p,75)。
15)同上 書 、PP.76-77・
16)新井 達夫 『フ イル ムノ ワー ルの時代 」、鳥影 社、2002年、P.14。
17)1939年7月8日付 『プチ ・ジ ュルナル紙Pε'∫げo㈱ α!』(中村 、前掲書 、pp.77-7呂)
18)ジャ ン ・ギ ャバ ン演 じる主 人 公 は、ヤ クザ に絡 まれ て い る ミシェル ・モ ル ガ ンを助け・
　最 後 には彼 らの一 人 に撃 ち殺 され て しまう。
19)ザベ ルの ネ リー に対 す る執着 は常軌 を逸 してお り、 彼 は以前 に もネ リー を連 れ て逃 げ
1QO
　 こうした、いわゆる 「反道徳的な行為や感情」 を特別な配慮 をほどこすこと
もなく、あ りのままに描 く傾向は、詩的レアリスムの映画に しば しば見 られる
特徴だと言える。『ミモザ館』の女主人ルイーズ(フ ランソワーズ ・ロゼー)は
養子のポール(ポ ール ・ベルナール)に 養母 としての愛情以上の ものを抱 いて
お り、最後には彼 を自殺へ と追い込んで しまう。同 じフランソワーズ ・ロゼー
が主役 を演 じた 『ジェニイの家』の主人公 は、娘の婚約者 と愛人関係 にあ り・
そ こには近親相姦的 な雰囲気が漂 っている。また、 ゾラの小説 を原作 に した
『獣人』には、性的な興奮 を覚えると女に対 して殺意 を抱 く男が主人公 として登
場 している。
　 これらの作品に取 り扱われている題材だけを見れば、自然主義の リアリズム
と何 ら異 なるところはない。 ところが、『霧の波止場』の作者は、ザベルのネリ
ーへの執着 を遺伝 に原因を求めることもなければ、病理学の ドラマ として描 こ
うともしていない。ザベルのエピソー ドが語 るのは、常軌 を逸 した愛に囚われ
た男が、 ライバルが現れた時に示す嫉妬 と殺意 とい う感情の ドラマである(も
ちろん、『霧の波止場』の物語 はこのエピソー ドだけに止 まるわけではないが)。
それは、『ミモザ館』のフェデール の場合 も、『ジェニイの家』のカルネの場合
も同 じである。彼 らの関心 は、近親相姦的 な愛情 に苦 しむフランソワーズ ・ロ
ゼーの心理 を彼女の行動(表 情 ・身振 り ・セ リフ)を 通 して描 くことにある。
　 ゾラやゴンクール兄弟が、「野卑で俗悪な題材」を 「実験」や 「医学的な症例」
を持ち出 して 「科学的に」記録 しようとしたのに対 して、詩的 レアリスムの作
品は、同 じ題材 を取 り扱 うことがあっても、そうしたことには全 く関心 を払わ
ず、む しろ、理性を超 えた行動をとる 〒人間の心理」を描 くことに主眼を置い
て い る2・)。つ ま り、 詩 的 レ ア リス ム に と っ て 「フ ィ ル ム ・ノ ワ ー ル 」 的 な 題 材 、
　 ようと した男 を殺 した ら しい こ とが物語 の進行 と共 に明 らか に され る。
　 　 同 じよ うな例 は、 マ ル セ ル ・カル ネの 『日は昇 る』(1939年)にも見 られ る。 ジ ャ
　 ン ・ギ ャバ ンの恋 人 の フ ラ ンソワーズ(ジ ャク リーヌ ・ロー ラ ン)はr養 父 の ヴ ァラ ン
　 タ ン(ジ ュール4ベ リー)と 愛 人 関係 にあ る ら しい こ とが ヴ ァラ ン タ ン自身 の 口か らほ
　 のめか され る。
20)先の中村 に よれ ば、 た とえば、 『レクラ ン ・フ ランセ 五'E`アβπプ池御認3』(1946年7月
　24日付)の 記事 は、戦 前 のフ ラ ンス映 画の特徴 を次の ように書 い てい る。
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すなわち自然主義的なテ.一マは、実際、心理描写のための単なる 「口実」 にし
か過 ぎず、その 目指す ところは 「人間心理」の描写にあったと考えられる。
4.詩 的 レア リスム の心理 的 リア リズ ム
　こうした心理主義的な傾向は、題材の如何 を問わず、詩的 レアリスムを代表
する作品において、特に顕著である。
　た とえば、『望郷』の主人公は、アルジェリアのカスバへ逃亡 して来た凶悪犯
とい う設定だが、作品の主題 は彼の犯罪 を描 くことにはない。 この詩的 レアリ
スムの傑作が描 きだすのは、恋の欲望 に囚われた男の狂お しい までの情念であ
る 。
　主人公のペペ ・ル ・モ コ(ジ ャン ・ギ ャバ ン)は 、カスバの街の顔役で、街
の住民 は誰 も彼 を警察に売 り渡そうとは しない。彼はカスバ に留 まりさえすれ
ば、安全に暮 らせるのだ。 ところが、パ リか らやって来た金持ちの妾、キャビ
ーが彼の運命 を狂わせる。ギャビーと出会 った瞬間、彼女の虜 となったペペは
女会いたさに、不用意にもカスバの外へ出てしまう(そ して、逮捕 される)。こ
の作品が描 くのは、人が もつ 「下劣な感情」の発露でもなければ、「反倫理的な
劣情」の発現な どで もない。観客は、映画 を通 して 「純粋の情念が、いとも簡
単に理性 を超える瞬間」に立ち会うのだ・・》。『望郷」 とい う作品は、全編が主人
公であるペペの女への情念の映像化であると言っても過言ではない。
　また、1939年に製作 されたマルセル ・カルネの 『日は昇る』はs安 ホテルの
　 「フランス映画は、見掛け倒 しのスペクタクル(視覚的な効果すなわち画面の二次元性〉
　の領域ではつねにアメリカ映画の後塵を拝 してきた。 しかし、ひとたび 「より高いとこ
　ろ」 を目指すやいつも優位に立つことができたではないか。それは視覚的な行動に対す
　る心理的なリアリズム、すなわち 「第三次元」(不可視な人間性の暗示)で ある。」(中
　村、前掲書tp93)
21)同じような状況は、詩的レアリスムのもう一つの傑作 『霧の波止場』にも見ることが
　できる。脱走兵である主人公のジャンは、ル ・アーブルで他人のパスポー トを手に入れ
　て4南 米への脱出を図るのだがr乗 り込んだ船が出るという矢先に、ル ・アーブルで知
　 り合った女ネリー(ミ シェル ・モルガン)の ことが気になり船を下りてしまう。女のこ
　とさえなければ、彼は殺人事件に巻き込まれることもなく、最後に命を落とすこともな
　かったのに、である。
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屋根裏部屋に陣取って警官隊か ら派手な銃撃 を浴びる男の話だが、映画がその
後、上映時間の3分 の2以 上(約 一時間)を 費や して語 るのは、彼が如何 にし
て女 と出会い、その養父=愛 人?を 殺すに至 ったのか という事情である。この
作品 もまた、恋の虜 となった男の心理過程の映画化であると言える。
　 さらに、『トニ』の例 を上げよう。主人公の トニは、マリー と結婚 していなが
らも隣に住むジ ョゼフ ァのことが忘れられない。彼は彼女め夫殺 しに手を貸 し
た上、最後にはその罪 までかぶって、　 Lに 倒 れる。ルノワールの演出が1ロ
ケ撮 影 を中心 とした ネオ ・レアリズムば りの リアリズ ムに徹 しているため、
我 々はあたか も殺人事件 の ドキュメン トを見ているかの錯覚に陥るのだが、そ
こに描かれているのは、紛れもな く恋の情念に囚われた二人の男の悲劇である。
　 もうこれ以上、例を上げる必用はないだろう。『望郷』は犯罪者が主人公であ
り、『日は昇 る』は 『霧の波止場』に描かれたような養父 と養女の関係を匂 わせ
てはいるが、両作品の リアリズムは 「題材の卑俗 さ」や 「野卑 な劣情」 を扱 っ
ている点にあるのではない。詩的 レアリスムの映画が 「リアリズム」であるの
は、登場人物の心理の問題なのだ。つ まり、「恋の情念は、如何 にして理性 を超
えるのか」 という心理過程を、偏見に囚われることな く、あるがままに提示 し
ようしている点にこそ、その 「リアリズム」 は求められるべ きなのである。そ
れ故、彼 らの情念がた どる悲劇を、光 と影の 「詩」に歌い上げた映画を 「詩的
レアリスム」 と呼ぶことは、決 して矛盾 した行為ではないだろう。
　 トリュフオーは、バザ ンの教 えに従 ってか・2)、フランス映画が心理的リアリ
ズムへ と移行 したのは、1946年以降のことであ るとしているが23〕、詩的レアリ
スムは、その本質的な部分においてすでに 「心理的」であった と言える24aaも
しそうであるとするなら、心理的リアリズムは1930年代から 「良質の伝統」 と
22)バザ ンは前 掲 の講演 に おい て、 「ここ[戦 後]10年 を代 表す る作 品 は全 体 と してく心
　 理 的 リア リズ ム 〉 とい う タイ トル の下 に く くる こ とが で きる だ ろ う」 と述 べ て い る。
　 (Baz血,　Qt's.`蹴,p22.)
23)「詩 的 レア リス ムが 、 『夜 の 門』[マ ルセ ル ・カ ルネ監 督 、1946年]を閉め て 息 を引 き
　 取 った時 、 〈心理 的 リア リズ ム〉が それ に取 って代 わ った と言 えるだ ろ う」。(Truffaut,
　art.　ci1.,p.15.)
24)「フ ラ ンス の 「暗黒 映画 」 は、[…]、 ま さにそ の よ うな リア リズ ムの 映画 と して、す
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密接 な関係にあったことになる。では、登場人物の心理変化の過程 を描 くこと
が、 どうして 「良質の伝統」に繋がるのか。それは単に心理的リアリズムの映
画が 「質の よい映画」だ というだけの意味なのであろうか。次に、心理的 リア
リズムと 「良質の伝統」 との関係を考えてみよう。
5.心 理 小 説 とフラ ンス文学 の伝 統
　 「心理的 リアリズム」がフランス映画の 「伝統」 に関係 している というのな
ら、我々がその源 を文学ジャンルの中に求めることは、あながち間違った行為
とは言えないだろう。 と言 うのも、 フランス文学には 「心理小説」 という正 に
伝統的なジャンルが存在 し、ラ ・ファイエ ッ ト矢人(『クレーヴの奥方』、1678
年)の 昔か ら、恋愛心理の分析 を300年以上の長きに渡って延 々と書 き綴って来
たのだから。
　では、その心理小説 とい うのは、どうい った形態の小説のことなのか25)aラ
デ ィゲの有名な定義に従 えば、それは、
　心理がロマネスクである小説。
想像力 の唯一の努力がそこに集中される。す なわち、外的な事件 にでは
なく、感情の分析 に集中する26〕。
といった小 説 のこ とで ある。文学史的 には、 ラクロの 『危 険 な関係 』(1782年)、
コ ンス タンの 『ア ドル フ』(1816年)、ス タ ンダールの 『赤 と黒 』(1830年)、ラ
デ ィゲの 「ドル ジェル伯 の舞踏会 』(1924年)などが、心理小説の代 表 として挙
　 なわ ち、人 間心 理、 と りわけ その卑 し く下劣 な面 をあ けす け に描 いた 映画 と して受容 さ
　 れ た のだ った。」(中村 、前 掲 書、P,122)
25)文学 史の類 で は、次 の よ うな解説 が な され て いる。
　 「自然描 写 が ほ とん どな く、恋 愛心理 を精緻 に分析 ・表現 」 した小 説。(『新 版 フ ラ ンス
　 文 学史』、 白水社 、 ユ992年、p.108)
26)レイモ ン ・ラデ ィゲrド ル ジェル伯 の舞 踏会 』 生 島遼一 訳、新 潮 文庫 、1970年、p.7。
　 引用 は、 『ドル ジ ェル伯 の舞 踏 会』 の序 文 の 中で ジ ャン ・コ ク トーが 、 ラデ ィゲ の メモ
　 と して引 い てい る文章 。
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げ られるが、題名を列挙するに止 まらず・ これ.らが具体的にどの ような小説 な
のか、粗筋を簡潔にまとめてみよう。
『クレーヴの奥方』1ク レーヴの奥方はヌムール公を愛 しているが、公の
　　愛を受け入れることはできない。 しか し、終生彼を愛 し続ける。
『危険な関係』1ト ゥールヴル法院長夫人は、ヴァルモ ン子爵 に魅かれ な
　　が らも、彼の愛を拒否する。しか し、最後 には彼を受け入れる。
『ア ドルフ』:P伯 爵の愛人エ レノールは、 ア ドルフの愛 を拒否するが、
　　ついには伯爵 との子供を捨てて、ポーラン ドへ と駆け落ちをする物。
『赤 と黒』第1部:レ ナル夫人は、ジュリアンに魅かれ なが らも、彼の誘
　　惑を拒否する。 しかし、最後には二人は愛 し合 うようになる。
第2部:侯 爵令嬢のマチル ドは、身分違いのジュリアンに魅かれなが らも、
　　彼に対 して無関心を装 う。 しかし、最後には彼を愛する。
蛇足かもしれないが、 ラデ ィゲの 『ドルジェル伯の舞踏会』の例 も付 け加えて
おこう。
『ドルジェル伯の舞踏会」:ド ルジェル伯夫人のマオは、若いフランソワ
　 に魅かれるが、それは許 されぬ恋である。 しか し、ついに彼女は彼へ
　 の愛を告白する。
もうおわか りだ と思うが、心理小説の主題は・時代が変わろうが、物語の展開
する舞台が変わろうが、「恋の情熱 は如何にして理性=道 徳 を超えるのか」 とい
うことに尽 きるのではないだろうか28)。「超 えてはならないものを、人は如何 に
27)この小 説 はア ドル フの一人 称 回想 形 式 で書 か れ てい るた め、 本来 な らア ドル フの視 点
　 で ま とめ るべ きか も しれ ない 。 そ の場 合 、物 語 の骨 子 は こ うな る。 「ア ドル フは、最 初
　 虚 栄心 を満足 させ る 目的でエ レノー ル に求愛す るが 、つ い には彼 女 を本気 で愛す る よ う
　 にな る」。 た だ、 結末 で は彼 女 の存 在 が煩 わ し くな り、 ア ドル フは彼 女 を捨 て よ う と し
　 てい る。
28)アンリ ・クー レは 『ク レー ヴの奥 方」 を分析 しな が ら、次 の ように述 べ て い る。
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して超 えるのか」、その越境にいたる心の動 きを委細 を尽 くして描 くのが、フラ
ンス心理小説の粋だと言ってもいいだろう。
　 こうした、人閲心理のあ りのままを追及 しようとす る態度は一種の 「リアリ
ズム」であ り、その背後 には、言 うまで もな く、 フランス文学特有の 「モラリ
ス トの伝統」がある。た とえば、有永弘人は 「モラリス ト」 を解説 して、次の
ように書いている。
悪 を勧奨することも善を説 くことも彼 ら[モ ラリス ト]の本務ではな く、
この意味では道徳家 でもなければ哲学者 でもない。勧善懲悪 とは世界を異
にする。[…]モ ラリス トとは、体系的な世界観の肯定を主張する哲学者 と
は異な り、広 く人間の精神 と行動の中に、人間の偽 らぬ姿、心情の真相を
見極 め、その結果を可能な限 り冷静な、含蓄のある洗練 された文章 に託 し
て書 き表す善意の人 々を指す29〕。
ここに述べ られている人間観察の精神 は、詩的 レアリスムの映画にもそのまま
あてはまるだろう。
　 この派の映画は、確か に結末部分において殺人 といった外的事件 を描 くこと
はあるが、その上映時間のほとんどは、「悪(倫 理を侵す恋の情念)が 、時とし
て善(道 徳=理 性)を 超 えるものである」 という 「感情の ドラマ」 を語 ること
に費や されていた。そ して、 こうした事実認識がモラリス ト文学の伝統か ら来
ているのだとするな ら、詩的 レアリスムの映画がもつ 「良質の伝統」 とは、フ
ランス文学の伝統に根 ざした 「入間研究」「人間探求」の精神に他 ならない。
　ただ、 この 「良質の伝統」に支えられたリアリズムの精神は、第2次 世界大
戦の終 了とともに形骸化 し、それがために、 フランソワ ・トリュフォーによっ
て痛烈 に批判 されることとなる。
　 「恋 は もはや 魂 の力 で もなけれ ば、若 さで もな い。そ れ は魂 の崩壊 であ って、魂 そ の も
　 の を な き もの に し、意 志 を不 能 に し、心 の 明晰 さを曇 らせ、 最 も誠実 な人物 を嘘 や偽 り
　 へ と導 く[…]。」(Hemi　Coulet,　L8　Ro脚ηノ粥解 田 αア6γo勧めη,　Am{md　Colin,198ユp.258.)
29)有永 弘 人 『フラ ンス文 学研 究 ノー ト」、 カルチ ャー出版社 、1977年、.p.171。
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6.詩 的 レア リスム以 降の フラ ンス映画
　 トリュフオーは 「フランス映画 のある種の傾 向」の中で、戦後のいわゆる
「名作」映画の脚本家 コンビ、ジャン ・オーランシュとピェール ・ボス トが脚色
した作品の要約を示 しなが ら、彼 らの書 くシナリオがパ ター ン化 して しまって
いることを指摘する。それは、たとえば次のようにまとめ られている。
『肉体の悪魔』:男 と女は愛 し合 うが、彼 らにその権利はない。　 　　　 T
『神 は人間を必要 とする』:主 人公は教会の儀式を取 り行い、祝福 を与 え、
　 終油を授けるが、彼にその権利はない。
『禁 じられた遊び』:子 供たちは[動 物 を]埋 葬するが、彼 らにその権利
　 はない3・}。
ここで、注意すべ きは、 「彼(ら)に その権利 はない(ll[s]n'a[ont]pas　le　droiし)」
とい う表現 であ る。 これ は、 トリュフォーの個人 的 な言 い 回 しに過 ぎない が、
彼 が戦後 の フランス 映画の傾 向をZ「権利の ある ・な し」 で捉 えていた ことは注
目に値す る。 と言 うの も、戦後 の映画、特 に トリュ フォーが 問題 に したオー ヲ
ンシュ2ボ ス トの脚本に よる作 品で は、「権利 を与 え る主体(国 家、社会、宗教)
との対立」 を常 に内 に孕 んだ映画作 りがなされてい るか らである。
　 た とえば、1947年公 開の 『肉体 の悪魔』 では、反軍 国主義 が問題 となる。 ト
リュ フオー は、 フ ランソワ(ジ ェ　 .___ル・フ ィリップ)と マ ル ト(ミ シュ リー
ヌ ・プ レール)の 出会 いの場 面 を、 ラデ ィゲが、 まさに 「演 出的(de　mise　n
SC合ne)」に、駅 のプ ラ ッ トホーム に設定 してい るの に、 オー ラ ンシュ とボス ト
はそれ をわざわ ざ傷病兵 を収容す るための病 院に変 えてい ると言 う。
『肉体の悪魔」の中で、 フランソワはマル トと駅のプラッ トホームで出会
う。マル トが動いている汽車か ら飛び降 りて来る。映画では、彼 らは病院
に仕立て られた学校で出会 っている。この 「等価」の目的は何か?　 反戦
30)Tm価ut,姐o鵡p21.他に も 『田園交 響楽 』 と 『青 い麦』 の例が 挙 げ られて いる。
147
の要素を導入 して、 それを脚本家が作 品に付け加 えることができるように
す るためで あ る。[監督 の]ク ロー ド ・オー タンーラ ラもこれに加担 してい
る。
　 ラディゲ の考 えが 「演 出的」で あ るの に対 して、 オー ラ ンシュ とボス ト
によって創 造 され た場面は 「文学的」 なのだ31}。
トリュフオーによれば、オーランシュとポス トは 「等価」の場面 を創造すると
言いなが ら、設定 を変更することによって、そ こに彼 らのメッセージを注入 し
て しまっているのだ。つ まり、彼 らに代表 される戦後のフランス映画は、詩的
レアリスムと同 じ 「心理の過程」 を扱 ってはいても、それはもはや 「情念が如
何 にして理性 を超 えるのか」 ということを描 くのではな く、「主人公たちが、如
何にして権威 に対 して反旗を翻すのか」、その反抗の過程 を描 くことに関心が移
ってしまっているのである。 トリュフォーに言わせれば、「心理的 リアリズムの
主 な特徴 は、その反ブルジ ョワ的意志であるaz)」とい うことになる。つ まり、
「情念の研究」が、「反抗の論理」 と化 してしまった とき、「良質の伝統」は、 も
はや否定の対象 となる しかなかった と言える。
　 フランス映画が もう一度息 を吹 き返すの は、50年代後半に現れるヌー ヴェ
ル ・ヴァーグの作家 と作 品を待たねばならないのだが、その旗手の一人である
フランソワ ・トリュフオーが主張 していたのは、やは り 「人間をあるが ままの
姿 で見せ る・・)」とい う新 しいリア リズムの要求であった。これは、フランス映
画の本質が リアリズムの追求にあるとい うこと謝 をあらためて確認 させて くれ
る事実だが、その源泉がモラリス ト文学の伝統 にあったことを、詩的 レアリス
ムの映画は教 えてくれていたのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (本学助教授)
31}　ibid.,　p 2U
32)　ibid.,　p27.
33)　ibid.,　p 24
34)た と え ばr飯 島 正 は フ ラ ンス 映 画 の 特 質 を 論 じた 文 章(「 フ ァ ンテ ジ ス ム と レ ア リス
　 ム 」)の 中 で、 「フ ラ ンス 映 画 は レ ア リス ム が 本 質 的 だ とい っ て も よか ろ う」 と述 べ て い
　 る 。(岡 田 晋 ・田 山 力 哉 『フ ラ ンス 映 画 史 」、 キ ネ マ 旬 報 社 、1975年、p.292>
108
